「三四郎」読書メモ

　この作品は、島崎藤村の「春」の後を受けて、明治４１年９月から年末まで「朝日新聞」に連載された。漱石の作品の流れからみると、過度的な性格をもった作品といえる。「草枕」や「虞美人草」のような美文調はようやく姿を消して平坦なものになっており、「吾輩は猫である」にみられるような機知や軽口が散見されるものの「それから」のような内面的な心理描写にまでは及んでいない。
　青春を描いた文学としては、当時から多くの読者に愛されてきたが、当時のいくつかの社会的傾向を登場人物を通じて描く新しい小説の方法も注目される。たとえば、身辺に起きた森田草平の「煤煙」事件の相手であった平塚らいてうについての話が一つの姿になってまとまったものが、美禰子だったのではないかという説もある。美禰子は、三四郎にとっては一種不可解な、いつも上のレベルにいる人物として描かれているのも、そのためである。三四郎と美禰子の関係は、恋愛であって結局恋愛ではなく、永遠に別れてしまうことによって恋愛ドラマとしては成立しない。
「作品」ながれ

東京の大学に入学するため、上京する三四郎

上京車中での男との出会い、近代への危機感、三四郎の不安

相席となった女との一泊、「あなたはよっぽど度胸のない方」といわれ、三四郎23年の弱点が露見してしまう。

男との再会（広田先生と判明）

熊本の安定した意識――＞上京により今までの自分が卑怯であったことの自覚

――＞動揺の世界へ――＞不安――＞孤独

野々宮さんを尋ねる――＞留守番――＞若い女の鉄道自殺の目撃

三四郎、自分の世界を整理

1 母を象徴する故郷、今までの世界

2 広田先生、野々宮さん等の批評家の世界

3 深厚な世界

作品の人間関係

　　三四郎

　　三四郎の友人、佐々木与次郎

　　与次郎恩師の広田先生

　　近代的な女、里見美禰子

　　野々宮宗八さんの妹、よし子は、母子的な性格

美禰子と三四郎

三四郎池での出会い

　広田先生の家で

　菊人形展から小川沿いの散策　統一のない、ストレーシープ

　与次郎の借金

　美禰子への接近

チャーチでの別れ

　

